


 分布調査報告書(32)
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序

 本書は、山形県教育委員会が平成16年度に実施した遺跡詳細分布調査と、平成14年度に
 実施した記録保存調査の成果をまとめたものです。

 第5次山形県教育振興計画の「山形の教育「いのち』そして「まなび』と「かかわり』」
 をテーマとし、その中で、文化財の保存と活用については、文化財基礎調査や遺跡詳細分
 布調査を計画的に実施すること、埋蔵文化財基本台帳等の整備を図り、文化財情報システ
 ムの構築や文化財の周知の徹底・普及に務めることが大きな柱とされました。この中で埋
 蔵文化財の周知に欠かせない台帳整備も平成12年度までに終了し、完全とまではいかない

 までもデジタル化による周知システムを発足させ、各開発関係公所並びに市町村教育委員
 会等の保護部局で活用いただいているところです。

 遺跡詳細分布調査は周知の埋蔵文化財包蔵地や未発見のままとなっている埋蔵文化財包
 蔵地と各種の開発計画との調整資料を得るために実施しておりますが、この調査により、
 埋蔵文化財包蔵地の従来の情報を変更する必要が生じます。本書は、CDで配布いたしま
 した埋蔵文化財情報システムの内容を一部改訂し、新情報をお知らせするものでもありま
 す。開発計画の策定にあたり活用していただければ幸いです。

 平成18年3月

山形県教育委員会

教育長佐藤敏彦



例言

 1本書は平成16年度に山形県教育委員会が国庫補助を受けて実施した平成17年度以降農

 林土木事業関係遺跡他に関する遺跡詳細分布調査(県内遺跡発掘調査)及び平成14年度

 に実施した記録保存調査の報告書である。

 2本書の作成は山形県教育庁社会教育課文化財保護室の名和達朗、阿部明彦、高橋敏

 及び渋谷孝雄(平成14年度担当者)の4名が担当した。

 第1章に平成16年度の調査遺跡一覧を、第Ⅱ章に個々の調査結果を記した。また、第

 Ⅲ章に記録保存調査報告と平成14年度に実施した記録保存調査を、第IV章には調査結果

 をまとめるともに、平成15～16年度に国等の機関や市町村教育委員会、地権者から、通

 知または届出があった新規発見遺跡の一覧を示した。平成16年度までの新規発見遺跡、

 登録抹消遺跡、範囲・位置の変更については本書の発行をもって周知されたものとする。

 4挿図の縮尺は不統一であり、各図毎にスケールを示した。遺跡地図は国土地理院発行

 の2万5千分の1の地図を使用した。なお、第Ⅱ章一2、3及び第Ⅲ草ではこれを縮小

 して使用した。使用地図の図幅一覧は巻末に掲載した。

 5挿図及び文中の記号は以下のとおりである。

 T、TTは試掘溝、TP、□は試掘坑を表す。図中の赤色部分は遺構・遺物が検山さ

 れたことを示し、黒色部分は遺構・遺物が未検出であることを示す。

 遺跡位置図の赤色部分は遺跡の範囲を示す。

 ST一竪穴住居跡、SB一建物跡、SK一土坑、SD一溝跡、EB一掘り方、EP一

 柱穴、SX一性格不明落ち込みを示す。

 6図版の遺物は任意縮尺である。

 7調査にあたっては、関係各機関・市町村教育委員会及び地権者各位、地元関係者のご

 協力を得た。ここに、記して感謝申し上げる。
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 Ⅰ調査の目的、方法と経過

 1調査の目的、方法

 本調査は、平成17年度以降に予定されている開発計画に先行して、埋蔵文化財包蔵地

 (遺跡)の詳細な分布調査を行い、遺跡の所在、範囲、性格を明らかにし、開発計画との

 調整をとって、遺跡の保護を図ることを目的とした。なお、一部、今年度までの調査結果

 に基づき、記録保存や現状保存を目的とする小規模な発掘調査と工事立会いの調査も実施

 した。

 調査は、その目的によって、以下の方法で実施した。

 (1)A調査(現地確認調査・表面踏査)

 開発事業計画範囲内の表面踏査を行い、遺跡の範囲と事業実施計画区域の平面的な関係

 を確認し、遺跡の保護を図ることを目的とする。

 (2)B調査(試掘調査)

 坪掘りやトレンチ掘りを行って遺構や遺物の平面的な分布範囲や、意向確認面までの深

 さ等を把握して、開発計画との調整をとって遺跡の保護を図ることを目的とする。

 (3)C調査(記録保存のための発掘調査)

 A・B調査の結果、遺跡の保存状態が良好でない場合や、開発事業にかかる面積が狭い

 場合や接する場合に、必要に応じて実施する記録保存の調査。方法は発掘調査に準ずる。

 (4)立会い調査

 開発事業による遺跡への影響が軽微な場合、工事施工に立ち会って実施する調査。この

 調査によって、遺構や遺物が発見された場合には記録保存を行う。

 2調査の経過

 山形県教育委員会では、毎年5～6月に開発関係各機関に、今後の事業計画についての

 照会を行い、その回答を受けて、7月上～中旬に聴き取りを実施し、事業計画と埋蔵文化

 財包蔵地との関係について検討を行っている。そして、この結果に基づいて、必要に応じ

 て分布調査を実施し、事業との調整を図っている。そのほか、開発関係各機関から提出さ

 れた埋蔵文化財分布調査に基づく調査も随時行っている。

 平成16年度の調査は表一1・2に示した各遺跡の調査を平成16年4月から平成17年3月

 まで表一3の工程で行うと共に、事業予定区内外における埋蔵文化財包蔵地の有無を確認

 するための表面踏査と試掘調査も実施した。

 なお、平成16年度に県教育委員会が新たに発見した遺跡(平成16年度登録遺跡)、範囲等

 を訂正した遺跡、登録を抹消した遺跡は、IV章のまとめに示した。







 Ⅱ調査の概要

 1遺跡地名表

 (1}県農林事業関係遺跡





























 2試掘調査の概要
ながとろもとだてたてあと

 (1)長瀞本楯館跡(遺跡番号722中世城館遺跡調査報告書登録番号211-016)

所在地山形県東根市大字長瀞字本楯

調査員阿部明彦

 調査期日立会調査平成16年11月10日・11月24～26日・12月15日?17日

 起因事業一般農道整備事業(支線13・15・16号)長瀞西部4期地区

 遺跡環境最上川と白水川の合流地点から北東約1.5km、最上川の旧河道右岸(東側)の自然堤防上に立地す

 る。標高80m内外で、地目は畑地、水田である。

 調査区農道計画内に係る遺跡範囲を対象として調査区を設定した。

 調査方法計画農道内の表土を重機で除去した後、人力で面整理・面精査を実施した。

 調査面積支線13号:6箇所の試掘坑計6㎡(対象面積約960㎡)。支線15号:約660㎡(対象面積約700㎡)、

 支線16号:約440㎡(対象面積約1,280㎡)、計1,146㎡。

 検出遺構支線15号では、杭No12及び終点側のNo15周辺で土坑や溝跡が検出された。遺物は古墳時代中期の高

 坏他を除けば大半は古代のものである。支線16号では、センター杭No7周辺から堀跡に並走する溝跡や、土坑、

 柱穴等が検出された。これら遺構の時期は遺物から観て15世紀代が中心と考えられる。なお、支線13号及び支

 線16号の南側(杭No1～4)では圃場整備事業の影響からか何らの遺構も検出されなかった。

 出土遺物支線15号から須恵器、赤焼土器、土師器。支線16号から古瀬戸瓶子、在地産と考えられる姿器系陶

 器、近世陶磁器などがあり、古瀬戸類の製品が注目される。









わの

 (2)上野遺跡(平成16年度登録)

所在地山形県南陽市大字上野字上野

 調査員阿部明彦・高橋敏

 調査期日試掘調査平成16年12月27日・28日

 起因事業農地環境整備事業(上野地区)

 遺跡環境南陽市街地から北西約1.5kmの台地上に立地する。標高は、235mを測る。地目は、樹園地・畑地

 及び水田である。

 試掘区事業予定地内の遺跡範囲に試掘トレンチ14ヶ所を設定。

 試掘方法重機及び人力で試掘調査を実施。

 試掘面積280㎡(対象面積約15,000㎡)

 検出遺構TT5、TT8～11の計5本のトレンチから溝・柱穴を検出。遺構・遺物確認面は、35～40cm。

 出土遺物TT5、TT8～11から縄文土器片・フレーク、中世陶器出土。

 時代縄文時代・中世

 所見設定したトレンチ14本のうち5本から溝跡や柱穴が検出された。特にTT8～11からは中世の所産

 と考えられる柱穴や溝跡が確認されているが、やや希薄である。開田の際削平を受けたと考えられる。残る台地

 東側を中心とする区域は平成17年度試掘予定。平成17年度山形県埋蔵文化財センター発掘調査実施。





かみのてら

 (3)上の寺遺跡(平成15年度新規登録)

 所在地山形県寒河江市大字慈恩寺字上の寺249・250他

 調査員阿部明彦、高橋敏

 調査期日平成16年8月18～27日(延7日間)

 起因事業農免農道整備事業(寒河江中央地区)

 遺跡環境慈恩寺境内の北東約1㎞に位置し、東に張出す丘陵の平坦面を占地する。標高は170～180m内外で、

 地目は樹園地や畑地などが大半となる。

 調査区地形現況と施工計画の路線範囲内に調査区(TTないしTP)を設定した。

 調査方法重機を用いて対象地の表土を除去し、後に人力で面整理・面精査を実施した。また、一部の樹園地

 内では、人力による坪掘(TP)を行っている。

 調査面積トレンチ調査14箇所:177㎡・坪掘調査:33㎡、計210㎡。

 検出遺構柱穴、土坑、溝、整地層など30基以上。

 出土遺物弥生土器(中期)石器剥片、石核、青磁、中世陶器。なお、TT13・14トレンチの西側では、須恵

 器、赤焼土器などが採集される。

 所見TP31～33を除く調査区からは整地層、溝跡、柱穴、土坑、弥生中期の遺物包含層などが確認され

 た。以上の結果から、当該地区は古代から中世にかけての広範な集落跡と考えられる。また、遺構・遺物と地名・

 伝承なども考え併せれば、その性格は慈恩寺旧境内に存在した聞持院(寺)や華師寺の所在地であった可能性が
 高い。









 (4)北沢遺跡(平成16年度新規登録)

所在地山形県酒田市北沢

 調査員阿部明彦黒坂雅人(財団法人山形県埋蔵文化財センター)

 調査期日平成16年12月9日～10日

 起因事業広域農道整備事業(飽海中央地区南北線)

 遺跡環境小平4遺跡の南東約0.5㎞、新井田川上流部の右岸(東側)段丘に立地する。標高75m内外で、地
 目は畑地および山林である。

 調査区地形現況と遺物散布域を考慮して計画農道の範囲内に調査区を設定した。

 調査方法センター杭、幅杭に沿って試掘坑(1×1m)を設置し、人力で面整理・面精査を実施した。
 調査面積16箇所の試掘坑、計16㎡。

 検出遺構柱穴、性格不明土坑などの遺構が、TP3・5・6・11・16の5箇所から検出された。

 出土遺物TP1・3・6から縄文土器片(縄文後期)。

 所見西に張出す丘陵の先端部に遺跡が所在すると考えられるが、南側のセンター杭No14とNo14+10m杭
 の問には隠れ沢があり、遺物の捨て場などが存在することも推測される。なお、遺物の散布を確認できた箇所は、
 旧畑地部分に限定されるが、遺跡と同等の平坦面はさらに東側山麓へと続いている。





いしばたけ

 (5)石畑遺跡(南陽市MI)

所在地山形県南陽市大字金山

調査員高橋敏

 調査期日試掘調査平成16年12月13日～14日

起因事業主要地方道山形南陽線改良事業

 遺跡環境宮内の市街地北東約4.5㎞、吉野川右岸の河岸段丘の縁辺部に立地する。標高は、287mを測る。地

 目は、宅地及び畑地である。

 試掘区事業予定地内の遺跡範囲及び可能性地1に試掘トレンチ計7ヶ所を設定。

 試掘方法重機+人力で試掘調査を実施。

 試掘面積122.3r㎡(対象面積約3,000㎡)

 検出遺構石畑遺跡TT1・2、可能性地1TT1・2の計4本のトレンチから竪穴状遺構や土坑を検出。遺

 構・遺物確認面は、15～40cm。

 出土遺物石畑遺跡TT1・2から縄文・弥生土器片・石器出土、可能性地1TT1・2から縄文土器片出土。

 時代縄文時代後期から晩期、弥生時代

 所.見石畑遺跡及び可能性地1に設定したトレンチ7本のうち4本から、遺物が出土し、竪穴状遺構や土

 坑が検出された。可能性地1については、石畑遺跡の南半部分に組み入れることとする。平成18年度山形県埋蔵

 文化財センター調査予定。









はちまんにし

 (6)八幡西遺跡(平成9度登録)

所在地山形県川西町大字西大塚字八幡西

調査員高橋敏

 調査期日試掘調査平成16年12月15日～16日

 起因事業一般国道287号長井南バイパス道路改良事業

 遺跡環境公立置賜病院の南約500m、最上川左岸の河岸段丘に立地する。標高は、211mを測る。地目は、宅

 地及び畑地である。

 試掘区事業予定地内の遺跡範囲に試掘トレンチ11ヶ所を設定。

 試掘方法重機+人力で試掘調査を実施。

 試掘面積290㎡(対象面積約9,600㎡)

 検出遺構TT1・TT2の2本のトレンチから柱穴や土坑を検出。遺構・遺物確認面は、5～25cm。

 出土遺物TT2から縄文時代早期の土器片出土。

時代縄文時代早期

 所見旧宅地であった小規模な微高地の2本のトレンチから、土坑や不整形の落ち込みが検出され、縄文

 時代早期の土器片が出土した。その確認状況により、埋蔵文化財包蔵地と考えられるが、宅地造成や開田などで

 ある程度削平されたと思われる。





やまがたじょうさんのまるあと

 (7)山形城三の丸跡(山形県中世城館遺跡調査報告書第2集)

 所在地山形県山形市十日町一丁目7番13号

 調査員阿部明彦・高橋　敏

 調査期日試掘調査平成16年11月9日・平成17年2月25日

 起因事業PFⅠによる県営住宅鈴川団地移転建替等事業

 遺跡環境山形市街地のほぼ中心、山形中央郵便局の西側隣接地に立地する。標高は、145mを測る。地目は、

 住宅地である。

 試掘区事業予定地内の遺跡範囲に試掘トレンチ2ヶ所、試掘坑6ヶ所を設定。

 試掘方法重機及び人力で試掘調査を実施。

 試掘面積146.4㎡(対象面積約720㎡)

 検出遺構TT1・2、TP2から堀跡と考えられる落ち込み、TP1～6の計5本のトレンチから近現代の

 ごみ穴検出。遺構・遺物確認面は、一190～200cm。

 出土遺物TT2から瓦、他のトレンチ及び試掘坑から近現代陶器多数出土。

時代江戸時代

 所見設定したトレンチ2本から山形城三の丸の堀跡と考えられる落ち込みが検出された。特にTT2か

 らは、横町口と称される門に由来すると考えられる瓦片が落ち込みの傾斜面から多く出土した。また、近現代陶

 磁器片が夥しい量出土したが、旧地権者である明治以来の陶器店に由来するものと判断された。









かのえだん

 (8)庚壇遺跡(平成8年度登録)

所在地山形県南陽市大字長瀞

調査員高橋敏

 調査期日試掘調査平成16年11月25日～26日

 起因事業一般国道113号赤湯バイパス改築事業

 遺跡環境宮内の市街地南西約2.5㎞、織機川左岸の自然堤防上に立地する。標高は、222mを測る。地目は、

 樹園地及び水田である。

 試掘区事業予定地内の遺跡範囲に試掘トレンチ5ヶ所を設定。

 試掘方法重機+人力で試掘調査を実施。

 試掘面積167㎡(対象面積約12,000㎡)

 検出遺構TT1・2・3B・4の計4本のトレンチから竪穴状遺構や溝・柱穴を検出。遺構・遺物確認面は、

 一15～40cm。

 出土遺物TT1・2から須恵器・土師器出土、TT4から縄文土器片出土。

 時代縄文時代・平安時代

 所見トレンチ5本のうち4本から溝跡や柱穴が検出された。TT1・2から平安時代の土器とともに竪

 穴住居と考えられる土色変化や柱穴が、TT4からは土色変化の範囲から平石と縄文が施文される土器片が出土

 した。平成17年度山形県埋蔵文化財センター発掘調査実施。





ひゃくかりだ

 (9)百刈田遺跡(平成14年度登録)

所在地山形県南陽市大字島貫字百刈田

調査員高橋敏

 調査期日試掘調査平成16年10月6日

 起因事業国道113号赤湯バイパス改築事業

 遺跡環境市街地南側約500m、東西に位置するJR奥羽本線と市立沖郷小学校間の沖積地に立地する。標高

 は、217mを測る。地目は、樹園地である。

 試掘区事業予定地内の遺跡範囲に試掘トレンチ3ヶ所を設定。

 試掘方法重機+人力で試掘調査を実施。

 試掘面積62.2㎡(対象面積約6,200㎡)

 検出遺構TT1・3からピット・溝跡を検出。遺構・遺物確認面は、30～40cm。

 出土遺物TT1・3から須恵器・土師器片出土。

 時代奈良・平安時代'

 所見昨年度未調査であった樹園地地区にも遺跡範囲が及ぶことが確認された。事業に係る範囲について

 は、記録保存が必要と判断される。TT8南側の樹園地は試掘未実施であり、用地交渉がまとまり次第、次年度

 以降試掘調査が必要である。平成17年度(財)山形県埋蔵文化財センター発掘調査実施。





かわまえとひち

 (10)川前飛地遺跡(平成13年度新規登録)

所在地

調査員

言周査期日

起因事業

遺跡環境

山形県東村山郡中山町長崎川前

阿部明彦高橋敏

 平成16年10月18日～19日

 須川河川改修(下流部)

 山形市の中野目赤坂地区南方約lkm、須川左岸の自然堤防上に立地する。標高93mラインより上部

 に遺跡が所在し、東西40m×南北100m以上の範囲と推測される。

 調査区現場体内に計画された河道掘削予定範囲を対象として調査区を設定した。

 調査方法蛇行による張出部の中央を中心としてトレンチを設定し、重機を用いて表土を除去した後、人力で

 面整理・面精査を実施した。

 調査面積TT1～TT5の5箇所の試掘トレンチ、計94㎡。

 検出遺構柱穴、土坑、竪穴建物、焼土遺構、性格不明土坑などの遺構がすべてのトレンチから検出された。

 なお、上層には中世の遺構面が検出された部分もある。

 出土遺物TT1～TT5の5箇所のトレンチすべてから須恵器、赤焼土器などの平安時代を中心とする遺物

 が検出された。

 所見遺構と遺物の年代から南接する達磨寺遺跡や、対岸の上敷免遺跡などと密接に関連する遺跡である

 ことが推測される。なお、本遺跡については、平成13年にも一度試掘された経緯があり、その時点では「A地区

 は遺跡名の検討を要する」とされていた。

じょうしきめん

 (10)上敷免遺跡(平成16年度新規登録)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

山形県山形市成安字上敷免

阿部明彦高橋敏

 平成16年10月20日

 須川河川改修(下流部)

 山形市成安地区の西方約1km、須川右岸の自然堤防上に立地する。遺跡は蛇行する須川の流路に縁

 取られて西に張出す台地上を占地し、標高は93m内外である。遺跡範囲は北側および南側の限りが不明ながら、

 東は現堤体付近までと推察され、東に向かうにつれて遺構面の低下する様子が確認された。旧川道跡や自然堤防

 に接する低湿地帯の存在が推測される。

 調査区現堤体内に計画された河道掘削予定範囲を対象として調査区を設定した。

 調査方法蛇行による張出部の中央を中心としてトレンチを設定し、重機を用いて表土を除去した後、人力で

 面整理・面精査を実施した。

 調査面積丁2-A・B・C、T3-A・B・Cの6箇所の試掘トレンチ、計90㎡。

 検出遺構柱穴、土坑、竪穴建物、焼土遺構などの遺構がT2の各トレンチから検出された。なお、T3列で

 は遺構・遺物共に希薄であった。

 出土遺物丁2列の3箇所およびT3-Bのトレンチから須恵器、赤焼土器などの平安時代を中心とする遺物

 が検出された。













つつみやしき

 (11)堤屋敷遺跡(平成16年度登録)

所在地山形県米沢市万世町桑山字堤屋敷

 調査員名和達朗・高橋敏

 調査期日試掘調査平成15年11月26日・27日、平成16年11月18日・19日・22日

 起因事業東北中央自動車道相馬尾花沢線(福島県境～米沢間)建設事業

 遺跡環境米沢市街地から南東約5㎞の河岸段丘上に立地する。標高は、270mを測る。地目は、宅地・畑地

 及び水田である。

 試掘区事業予定地内の遺跡範囲に試掘トレンチ8ヶ所を設定。

 試掘方法重機+人力で試掘調査を実施。

 試掘面積228.5㎡(対象面積約4,000㎡)

 検出遺構平成15年度TT1・2・4、平成16年度TT2・3・4の計6本のトレンチから溝・柱穴を検出。

 遺構・遺物確認面は、15～55cm。

 出土遺物平成15年度TT1から縄文土器片、TT4から中世陶器、平成16年度TT4から縄文土器片・フレー

 ク出土。

 時代縄文時代・中世

 所見平成15・16年度に設定したトレンチ8本のうち6本から溝跡や柱穴が検出された。水田面からは中

 世の所産と考えられる柱穴や溝跡が、山際からは縄文土器片とフレークが出土した。平成17年度山形県埋蔵文化

 財センター発掘調査実施。





まんじがさわ

 (12)万治ヶ沢遺跡(平成16年度登録)

 所在地、山形県鶴岡市大字矢引字万治ヶ沢

 調査員阿部明彦・高橋　敏

 調査期日試掘調査平成16年8月3日～12日

 起因事業日本海沿岸東北自動車道(温海～鶴岡問)建設事業

 遺跡環境鶴岡市水沢から南西約3㎞の丘陵斜面上に立地する。標高は、80mを測る。地目は、山林である。

 試掘区事業予定地内の遺跡範囲に試掘坑(TP)51ヶ所を設定。

 試掘方法人力で試掘調査を実施。

 試掘面積51㎡(対象面積約3,000㎡)

 検出遺構TP2から土坑、TP8・11・24・26・27・33・34・36・41・44・47・49の計12本の試掘坑から、

 遺構と考えられる土色変化を検出。

 出土遺物TP1・14・15・25・31から縄文土器片、TP25からフレーク出土。

時代縄文時代

 所見設定した試掘坑51箇所のうち13箇所から土坑や土色変化が確認された。TP1・14・15・25・31か

 ら、少量ながら縄文土器片とフレークが出土した。平成17年度山形県埋蔵文化財センター発掘調査実施。



きのしたたてあと

 (13)木ノ下館跡(平成8年度登録)

所在地山形県鶴岡市大字水沢字水京他

 調査員阿部明彦・高橋敏

 調査期日試掘調査平成16年9月8日～10日

 起因事業日本海沿岸東北自動車道(温海～鶴岡間)建設事業

 遺跡環境鶴岡市JR水沢駅から南東約400mの京田山上に立地する。標高は、60mを測る。地目は、山林で

 ある。

 試掘区事業予定地内の遺跡範囲に試掘坑(TP)18ヶ所を設定。

 試掘方法人力で試掘調査を実施。

 試掘面積18㎡(対象面積約9,800㎡)

 検出遺構STA264+20～60の北西20～50mの範囲に3段の曲輪状の段差を確認。道路状の掘り切り。

 出土遺物TP12から天目茶碗片出土。

時代中世

 所見設定した試掘坑18箇所からは明確な遺構は検出されなかったが、3段の曲輪状の段差や道路跡状の

 掘り切りなど、館跡に関わると考えられる遺構が確認された。TP12から、天目茶碗片が出土した。平成17年度

 山形県埋蔵文化財センター発掘調査実施。



ぎょうじめん

 (14)行司免遺跡(平成16年度登録)

所在地山形県鶴岡市大字水沢字行司面

 調査員阿部明彦・高橋敏

 調査期日試掘調査平成16年10月26日～11月2日

 起因事業日本海沿岸東北自動車道(温海～鶴岡問)建設事業

 遺跡環境鶴岡市JR水沢駅から南東約900mの自然堤防上に立地する。標高は、18mを測る。地目は、水田

 である。

 試掘区事業予定地内の遺跡範囲に試掘トレンチ10本を設定。

 試掘方法重機及び人力で試掘調査を実施。

 試掘面積368.1㎡(対象面積約21,000㎡)

 検出遺構TT5A・Bから柱穴、TT8から竪穴住居跡及び遺構と考えられる土色変化を検出。遺構確認面

 は一60～95cm。

 出土遺物TT5A・B、TT8から赤焼土器出土。また、TT5A・Bからは十和田aと考えられる火山灰

 が広範囲に認められる。

時代平安時代

 所見設定した試掘トレンチ10本のうち3本から竪穴住居跡や柱穴、土色変化が確認され、赤焼土器が出

 土した。また、十和田aと考えられる火山灰が遺物出土レベルで広範囲に分布するのが確認された。平成17年度

 山形県埋蔵文化財センター発掘調査実施。



こうやかわら

 (15)興屋川原遺跡(平成16年度登録)

所在地山形県鶴岡市大字水沢字行司面

 調査員阿部明彦・高橋敏

 調査期日試掘調査平成16年10月26日～11月2日、平成17年3月8～10日

 起因事業日本海沿岸東北自動車道(温海～鶴岡問)建設事業

 遺跡環境鶴岡市JR水沢駅から東約1.8㎞の微高地上に立地する。標高は、17mを測る。地目は、水田であ
 る。

 試掘区事業予定地内の遺跡範囲に試掘トレンチ25本、試掘坑7箇所を設定。

 試掘方法重機及び人力で試掘調査を実施。

 試掘面積864㎡(対象面積約35,000㎡)

 検出遺構竪穴住居跡や溝跡・柱穴・土坑及び遺構と考えられる土色変化を検出。遺構確認面は一30～110cm。

 出土遺物須恵器・赤焼土器・土師器、木製品が出土。また、十和田aと考えられる火山灰が、遺物出土レベ

 ルで広範囲に認められる。

時代平安時代

 所見溝跡や柱穴、土坑や土色変化が確認され、土師器・須恵器・赤焼土器が出土した。また、十和田a

 と考えられる火山灰が遺物出土レベルで広範囲に分布するのが確認された。平成17年度山形県埋蔵文化財センター

 発掘調査実施。



たまつくりいち

 (16)玉作1遺跡(平成16年度登録)

所在地山形県鶴岡市大字中清水字玉作

 調査員阿部明彦・高橋敏

 調査期日試掘調査平成17年3月8～10日

 起因事業日本海沿岸東北自動車道(温海～鶴岡間)建設事業

 遺跡環境鶴岡市JR水沢駅から東約2.2㎞の微高地上に立地する。標高は、16mを測る。地目は、水田であ

 る。

 試掘区事業予定地内の遺跡範囲に試掘トレンチ12本を設定。

 試掘方法重機及び人力で試掘調査を実施。

 試掘面積502㎡(対象面積約20,000㎡)

 検出遺構TT17～20の4本の試掘トレンチから、柱穴・土坑及び遺構と考えられる土色変化を検出。遺構確

 認面は一25～55cm。

 出土遺物TT16～20、TT22の6本の試掘トレンチから須恵器片・赤焼土器片・土師器片、柱根が出土。

 時代古墳時代・平安時代

 所見TT16～20、TT22の6本の試掘トレンチから、柱穴・土坑や遺構と考えられる土色変化が確認さ

 れ、土師器・須恵器・赤焼土器が出土した。平成17年度山形県埋蔵文化財センター発掘調査実施。



たまつくりに

 (17)玉作2遺跡(平成16年度登録)

所在地山形県鶴岡市大字中清水字玉作

 調査員阿部明彦・高橋敏

 調査期日試掘調査平成17年3月8～10日

 起因事業日本海沿岸東北自動車道(温海～鶴岡間)建設事業

 遺跡環境鶴岡市JR水沢駅から東約2.4kmの微高地上に立地する。標高は、16mを測る。地目は、水田であ
 る。

 試掘区事業予定地内の遺跡範囲に試掘トレンチ10本を設定。

 試掘方法重機及び人力で試掘調査を実施。

 試掘面積300㎡(対象面積約12,000㎡)

 検出遺構TT32・34・35の3本の試掘トレンチから、土坑及び遺構と考えられる土色変化を検出。遺構確認
 面は一30～65cm。

 出土遺物TT32・34・35の3本の試掘トレンチから須恵器片・赤焼土器片・土師器片が出土。

時代平安時代

 所見TT32・34・35の3本の試掘トレンチから、土坑や遺構と考えられる土色変化が確認され、土師器

 片・須恵器片・赤焼土器片が出土した。平成17年度山形県埋蔵文化財センター発掘調査実施。

たまつくりさん

 (17)玉作3遺跡(平成16年度登録)

所在地山形県鶴岡市大字中清水字玉作

 言周査員阿部明彦・高橋敏

 調査期日試掘調査平成17年3月8～10日

 起因事業日本海沿岸東北自動車道(温海～鶴岡間)建設事業

 遺跡環境鶴岡市JR水沢駅から東約2.6kmの微高地上に立地する。標高は、16mを測る。地目は、水田であ

 る。

 試掘区事業予定地内の遺跡範囲に試掘トレンチ8本を設定。

 試掘方法重機及び人力で試掘調査を実施。

 試掘面積412㎡(対象面積約12,000㎡)

 検出遺構なし

 出土遺物TT37、TT41～44の6本の試掘トレンチから須恵器片・赤焼土器片・土師器片が、少量ながら出

 土。

時代平安時代

 所見TT37、TT41～44の6本の試掘トレンチから、土師器片・須恵器片・赤焼土器片が出土した。遺

 構は確認されない。試掘調査の状況から、当該地区は埋蔵文化財包蔵地ながら、近年のほ場整備等により大きく

 削平されたものと考えられる。
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 Ⅲ記録保存調査の概要

 (1部)代F遺跡(平成15年度新規登録)

所在地山形県東田川郡櫛引町慌代

 調査員阿部明彦、野尻侃・黒坂雅人(財団法人山形県埋蔵文化財センター)

 調査期日平成16年7月6～9日、7月12日、7月15～16日(延7日間)

 起因事業中山間地域総合整備事業(能の里黒川地区)

 遺跡環境慌代分校の北約0.4㎞に位置し、西に張出す丘陵の南面に立地する。標高は245m内外で、地目は水

 田である。

 調査区地形現況と試掘調査の結果を考慮して、施工計画範囲内に調査区を設定した。

 調査方法重機を用いて旧水田域の表土を除去し、後に人力で面整理・面精査を実施した。なお、記録では工

 事用の大割など基準杭を援用した。

 調査面積たらの木代F遺跡:1100㎡・隣接可能性地:500㎡、計1600㎡。

 検出遺構竪穴住居跡、土坑、墓坑、ロームマウンド4。

 出土遺物縄文土器(縄文前期・中期)。石器

 所見遺跡は、東西に延びる尾根筋を占地し、時期は縄文前期末から中期前葉までの幅が認められる。検

 出遺構は、竪穴建物2～3棟、土坑数基、柱穴群などであり、キャンプサイト的な性格が考えられる。出土遺物

 では、頁岩製の石箆2点、同石匙1点、石鎌未製品2点、剥片・砕片類多数、縄文土器片10点程度であった。な

 お、遺跡域一帯は開拓地であり、調査実施以前な段階で大幅な削平を受けていた様子が確認できた。









 Ⅱ部

根際的場遺跡発掘調査報告書



 Ⅰ調査に至る経過

 根際的場遺跡は山形県教育委員会が調査主体として実施した昭和49～51年度の県下一斉の分布調査で確認され
 た遺跡である。遺跡台帳には縄文時代晩期?との記載がある。

 平成13年度に農村自然環境整備事業(山辺西部地区)の一環として当地に農道を建設する事業が具体化し、県教

 委では平成14年3月に試掘調査を実施した。その結果、土坑等と見られる土色変化が確認され、縄文時代中期末

 の土器片や石器が出土した(山形県教委2003)。この結果を受け事業主体の山形県農林水産部と協議を行い、道路

 建設で破壊されるおそれのある部分の420㎡を対象として記録保存の緊急発掘調査を実施することで合意を見た。

 調査は面積が少ないこともあり、事業主体の協力の下、平成14年度に教育庁社会教育課文化財保護室で実施する
 こととなった。

 Ⅱ遺跡の立地と環境

 遺跡は山辺町役場の西南西約1㎞の山麓部に位置し、北側を沢で限られた東西に延びる台地上に立地している。

 調査区内の標高は158mを測る。

 周辺では南南東500mにある原遺跡が縄文時代晩期の遺跡として登録されている。東方1.4㎞の山辺条里遺構から

 は水田を区画する畦や水路が発見されており、当時の足跡も見つかっている(山形県教委1979)。南東1.3kmに

 ある大塚天神古墳からは古墳時代前期の埴輪が大量に出土し、製作技術から見て畿内から直接波及した埴輪とし

 て注目を浴びた(茨木1997、99)。





 Ⅲ調査の経過

 発掘調査は8月12日から9月11日まで延べ20日間実施した。以下、

 調査の経過を略述する。

 8月12・13日は町道を挟んだ北側の調査区である1区と南側の調

 査区である2区の表土をバックホーで除去し、1区では遺構検出の

 ための面整理を、2区では縄文時代の遺物を含む黒土層の掘り下げ

 を行った。

 盆明けの8月19日に調査を再開し、21日までに1区の精査・記録

 を終了する。20日から2区の本格的な調査に入り、区割り作業の後、

 北側から包含層の掘り下げと遺構検出作業を行い22日までに遺構の

 検出作業と検出状況の写真撮影、平面図作成も終了し、23日から遺

 構の精査に入った。

 8月26日から本格的な遺構精査に入り、30日までにST1は床面ま

 での掘り下げが終了し、北部のSK21～24の各土坑も、半裁、断面図

 作成、完掘、平面図作成の流れの中で調査を進め、この地域のピッ

 トの精査も含めほぼ終了した。

 9月2～7日には遺構の分布が延びている可能性のある南部を拡

 張したが、目立った遺構は検出されなかった。







 この週では、ST1の床面で検出された柱穴や、炉の精査と記録を行った他、新たにST4の精査に入った。

 ST4は調査を進めた結果3棟の重複があることが明らかとなった。また、ST4群の周辺の土坑群の精査・記

 録も併行して進めた。遺構がほぼ掘り上がった週末の7日(土)に現地で調査説明会を開催した。町内外から70名

 程の参加者があった。

 9月9～11日は掘り上がった遺構の平面図作成とレベリング、住居跡の複式炉の解体調査と記録を行い、11日

 に器材を撤収して調査を終了した。

 Ⅳ調査の成果

 1遺跡の層序と遺構の分布(第3、4、11図)

 1区の層序は第3図に示した。北側の沢に向かって傾斜が始まった部分では地山の灰褐色礫混じり細砂まで1～

 IVbの各層に分けられた。遺構は東西トレンチと南北トレンチの南部に分布している。各遺構の内、SPの記号

 の付いたピットは縄文時代、溝や落ち込みは近・現代のものである。

 2区の層序は第11図に示した。1層は果樹園の耕作土、Ⅱ、Ⅲ層は縄文時代の遺物を含む包含層となっているが、

 Ⅱ、Ⅲ層を切っている縄文土器を含む土坑もあり、包含層が形成された時期は縄文時代中期まで遡るのだろう。

 2区内では中央部から北側に主要な遺構が集中し、南部は希薄となる。撹乱等の影響も全くないわけではない

 が、1区での分布状況から見ても、縄文時代の遺構が集中して分布するのは南北の幅40m程の範囲と見ていいだ

 ろう。

 2検出した遺構

 1区では11基の柱穴以外の縄文時代の遺構は検出されなかった。以下、2区の遺構について略述する。

 (1)竪穴住居跡

 2ヶ所で、合わせて4棟の竪穴住居を検出した。この他、SX2、3やSX5も竪穴住居になる可能性がある

 ものとして調査を進めたが、炉や柱穴が発見されなかったため、最終的には竪穴住居跡にはならないと判断した。

 ST1(第5～7図)

 9・10-12・13区で検出した。径6.3mの円形プランと考えられるが東半蔀は調査区外に延びている。確認面

 から床面まで最大で60cmと深く、堆積土は6層に分けられた。SK39、40に切られており、EP304もST1よりは

 新しいものと見られる。

 堆積土の下部や床面で一括土器や石器が出土している。床面ではこの住居に伴うと見られる周溝、柱穴3基、

 複式炉が検出された。周溝は幅20～50cmで床面と周壁の間を全周するが、深さは10～30cmとまちまちである。主

 柱穴と見られるEP301～303の3基は、長径が90～100cm、短径が70cm前後、床面からの深さは50～70cmを測る。

 横断形や堆積土の状況から見て、柱が抜き取られた可能性がある。この住居の主柱穴はこの3本を含む6本であっ

 たと考えられる。

 炉は床面からさらに30～40cm程掘り込んで構築されている(第7図)。壁直下の前庭部から先端まで全長275cm

 を測り、2ヶ所に土器が埋設された複式炉である。

 ST4群(第8～11図)

 9・10-14・15で検出した竪穴住居である。掘り進めるうち、新しい方から4a、4b、4cの3棟が重複し

 た竪穴住居群であることが判明した。

 ST4aは北寄りにある最も新しい竪穴住居跡で遺構検出中に石囲い炉が検出された。4aより古いST4b、

 4cの床面の方が深い位置にあるが貼り床は確認していない。北側と東側で10cm程の壁の立ち上がりを確認した
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 が、南側ではセクションベルトの観察で3～4cm程度の立ち上がりが確認されただけである。ただし、西壁の観

 察で4cを切っていることが明確に確認されている。SK28は4aを切り、29、30は床面で確認された土坑であ

 るが、新旧関係は明確でない。

 EL411は前庭部のない複式炉でほぼ中央部に存在する。全長152cm、最大幅92cm、石組み部中央に仕切り石が

 あり石囲い部が敷石のある部分とない部分の二つに分かれる。埋設土器の口縁部と体部下半は欠失する。本住居

 跡に伴う柱穴は確定できないがEP312～319にその可能性がある。

 ST4bは一辺4.5m程の隅丸方形に近いプランを持ち、周溝がめぐる竪穴住居である。床面は堅く叩き締め

 られている。EL421の複式炉は床面から最大で30cmの深さがあり、前庭部を持つダルマ形となり、2ヶ所に埋

 設土器がある。北西側でST4aのEL411に部分的に切られている。主柱穴はEP320～323、壁寄りの柱穴で30～

 60cmの深さを持つ。

 ST4cはその大半が調査区外にある。床面は4aの床より低い位置にあり、確認面からの深さは40cm程で、

 堆積土は2層に分かれる。EP351はこの住居の柱穴である。



















 (3)落込み(第17図)

 竪穴住居とはならない性格不明の落込みが3基検出された。このうち、SX3は部分的な検出に留まっている。

 SX2はST1の西にある隅丸方形の落込みで東辺が約2.5m、北辺は約2mを測る。堆積土は3層に分かれ、

 底面は凹凸がある。SX5も隅丸方形のプランでSD7を切っている。

 縄文時代の遺構ではない可能性がある。

 (4)ピット(第4図)

 竪穴住居のエリア以外から検出されたピットは約150基であり、大きなものは径70cm前後、小さなものは15～

 20cmの規模を持っている。





 3出土した遺物

 今回の調査で出土した遺物は整理箱で20箱である。縄文土器と石器があり、内訳は縄文土器が18箱、石器が2

 箱である。

 (1)竪穴住居出土の縄文土器

 ST1(第18～20図)

 ST1では堆積土の6層からRP15、23が出土し、複式炉の埋設土器であるEU403の3個体の土器が復元さ

 れた。24は住居中央部の床面からやや浮いた状態で出土したRP23で口径220mm、体部下半を欠く資料である。

 C字文が展開し、体部下半は沈線で文様帯と区画されている。

 25は南の壁寄りの6層で出土した。口径240mm、器高465mm、底径104mm、中位よりやや上部に最大幅があり295mnl

 を測る。最大幅の位置から上位が文様帯となる。地文は複節である。

 26はEL401の埋設土器である。口径299mm、器高460mm、底径175mmの粗製の深鉢である。この他、堆積土の各層

 から1～18が、また、複式炉の堆積土から19、20の土器片出土している。床面で確認されたEP304からは23の

 土器片が出土したが、これは縄文時代後期に属するものであり、ST1を切っていたものと考えられる。

 ST4a(第21・22図)

 堆積土の1層から31の壼形土器が出土した。口径130mmで残存部の器高は170mmを測る。3単位の文様構成とな

 り、橋状把手が付けられている。

 EL412の埋設土器である34は最大径が310mmの深鉢で、地文は撚糸文である。

 ST4b(第22・23図)

 堆積土からは35のキャリバー形の土器が出土した。37は複式炉EL421の土器埋設部の埋甕で底部を欠いてい

 る。口径300mm、最大径310mm、残存高195mm、隆線で区画された楕円形文、波頭文が認められる。

 38は石組み部の先端に埋設された2個体の土器のひとつで、より下位に埋設されていたEU423aの深鉢である。

 口径310㎜、残存高186mm、沈線で区画された逆U字形2個と楕円1個からなる2単位の文様で構成されている。

 40はEU423bで423aに被さるように出土した土器である。口径317mm、残存高197mm、隆線で区画されたC字状

 文3単位の文様が付けられている。波状の隆線の下位は縄文帯となっている。

 ST4c(第23図)

 41は堆積土1層から出土した隆線で区画された文様を持つ土器である。

 (2)土坑出土の縄文土器(第23～25図)

 土坑内堆積土からも多くの土器片が出土した。その多くは中期末葉の大木10式のものであるが、中に後期前葉

 のものも散見される。SK23から出土した45、46は堀之内1式併行の土器である。

 SK29から出土した58は壷形土器で隆線で区画された内部に単節縄文と刺突文が併用されている。59も同じ土

 坑から出土したアルファベット文を持つ大形破片である。

 75は口径116mm、現存長115mmの注口土器である。隆線で区画された文様帯があり、方形区画の中に単節縄文が

 充填されている。
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 (3)石器(第26～29図)

 出土した石器は整理箱で2箱と多くはない。そのうち、いわゆるtoolは31点で使用根ある剥片(26・27)も若干

 存在する。Too1の内訳は石鎌が2点、石錐が5点、石匙が6点、石箆が3点、掻器が5点、削器が3点、ノッチ

 が1点、石斧が5点、凹石が1点、石棒が1点である。

 石鎌は無茎の2点でうち1点は未成品である。石錐は棒状で細長い尖頭部を持つものが2点(3・5)、剥片の

 基部に尖頭部を作出したもの(4)、先端部に尖頭部を作出したもの(6・7)がある。

 石匙はやや崩れてはいるが縦形石匙が4点(8・10・12・13)、横形が1点(11)、その中間形態が1点(9)であ

 る。14～16は細身であるが先端部が刃部となる小形の石箆である。14は先端部がやや破損しているもののほぼ完

 形であり、15は先端部資料、16は先端部を欠いている。

 17～21は縦長剥片の先端部に背の高い刃部を作出した掻器である。旧石器時代のエンドスクレイパーに似る。

 22～24は剥片の側縁部に刃部を作出した削器である。掻器に比べ刃部の角度は浅い。25は剥片の下部に抉りを付

 けたノッチである。26は背面右側と裏面左側に細かな剥離が認められる。27にも細かな刃こぼれがある。26、27

 と他に2点の剥片がST1の床面から3の石錐と共に出土した。

 28～32は磨製石斧である。28は石鑿、29も小形の石斧で完形、刃部資料はすべて両刃となる。

 33はST4bの複式炉の堆積土中から出土した石棒で下半部は欠失するが、重さ5㎏を越える大形品である。34は

 両面に凹面をもち、全周に磨痕の残る凹石である。













 4調査のまとめ

 今回の調査は農村環境整備事業(山辺西部地区)の農道源長寺・的場線の建設に先立つ緊急発掘調査の概要、成

 果は以下のようにまとめられる。

 (1)発掘調査は平成14年8月12日から9月11日まで山形県教育庁社会教育課文化財保護室が主体となって、実

 質20日間にわたって実施した。

 (2)調査面積は1区で60㎡、2区で360㎡の計420㎡である。

 (3)調査では縄文時代中期末葉の竪穴住居跡が2ヶ所で合計4棟検出された。STlは確認面からの深さが60cm

 の保存状況の良い深い竪穴であり、ST4群の切り合いのある住居跡からダルマ形から前庭部のないもの

 へと変化する複式炉の変遷が捉えられた。

 (4)複式炉の形態や遺構堆積土内から出土した土器、複式炉内の埋設土器から判断してST1とST4bは中

 期末の大木10式古段階から中段階にかけてのもの、ST4aは大木10式新段階の所産であると考えられる。

 切り合い関係から見てST4cは中段階よりは古いことになる。

 (5)土坑が25基検出されたが、この中には貯蔵穴と見られる袋状の形態となるものも含まれる。所属時期はそ

 の大半が竪穴の時期とほぼ同時期の大木10式の中段階から新段階のものと考えられるが、SK23は後期前

 半の所産であり、STlと重複するEP304も後期の所産である。

 (6)石器の中には当該期に特有な縦長剥片(石刃)素材の掻器が本遺跡でも目立った。ST1の床面には石錐1

 点と使用した形跡のある剥片4点が遺棄されたような状況で出土した。剥片も石器として使われたことを

 示しているものと考えられる。
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 Ⅲまとめ

 平成16年度の遺跡詳細分布調査は、平成17年度以降に予定されている開発事業に先行して、遺跡の所在・範囲

 等を明らかにし、開発との調整を図ることを目的として実施した。また、記録保存のための小規模な発掘調査と

 立会調査も行った。

 1調査遺跡数

 調査遺跡数64遺跡(表面踏査・試掘調査・発掘調査・立会調査新規発見遺跡含む)その他に調査遺跡数には

 含めないが、登録遺跡外で遺跡の有無を確認するために試掘調査を実施したもの(調査の結果、遺跡とはならな

 いもの)や、表面踏査により各種開発事業予定地で抽出した遺跡可能性地(今後の試掘調査等で遺跡となるかを

 判断するもの)などについても調査を実施した。

 2新規発見遺跡、範囲の訂正、遺跡登録抹消

 今年度の新規発見遺跡数22遺跡

 範囲の訂正、名称の変更等の措置が講ぜられた遺跡数

 以下にその一覧を掲げて調査のまとめとする。

 6遺跡

 (1)県教育委員会が発見し登録した遺跡

 (遺跡名)

 1川前飛地遺跡

 2上敷免遺跡

 3上の寺遺跡

 4東増川山遺跡

 5上野遺跡

 6北沢遺跡

 7七郎ヶ沢遺跡

 8玉作1遺跡

 9玉作2遺跡

 10玉作3遺跡

 11万治ヶ沢遺跡

 12矢引遺跡

 13興屋川原遺跡

 14行司免遺跡

 (所在地)(種別)(時期)

中山町長崎字川前集落平安時代

山形市成安字上敷免集落平安時代

 寒河江市大字慈恩寺字上の寺他寺院跡中世

東田川郡羽黒町大字川代字東増川山散布地縄文時代

南陽市大字上野字上野

酒田市大字北沢

 米沢市関根字七郎ヶ沢

鶴岡市大字中清水字玉作

鶴岡市大字中清水字玉作

鶴岡市大字中清水字玉作

 鶴岡市大字矢引字万治ヶ沢

鶴岡市大字矢引字矢引

鶴岡市大字田川字興屋川原他

鶴岡市大字水沢字行司免

 散布地縄文時代・中世

散布地縄文時代

散布地縄文時代

 集落古墳、平安時代

集落平安時代

散布地平安時代

散布地縄文時代

散布地縄文時代

集落平安時代

集落平安時代

 (2)国等の機関、市町村教育委員会からの通知、地権者からの届出で登録した遺跡

 1伊勢塚遺跡

 2村東遺跡

 3稲荷遺跡1

 4稲荷遺跡2

酒田市大字吉田字伊勢塚

酒田市大字吉田字村東

酒田市大字吉田字稲荷

酒田市大字吉田字稲荷

散布地平安時代

散布地平安時代

散布地平安時代

散布地平安時代

 一111一



5
6
7
8

下中割遺跡酒田市大字上野曽根字下中割

 大方B遺跡高畠町大字高畠2340

三学院跡羽黒町大字手向字羽黒山

鉄砲町三丁目遺跡山形市鉄砲町三丁目

散布地平安時代

寺院跡中世

集落古墳奈良平安時代

 (3)範囲等の修正を必要とする遺跡、登録を抹消した遺跡

1
2
3
4
5
6
7

 (遺跡名)

中落合遺跡

庚壇遺跡

 生石5遺跡

 梅ノ木前1遺跡

石畑遺跡

町在家館跡

 梓山a遺跡

 (変更内容)

 範囲の修正

 範囲の修正

 範囲の修正

 範囲の修正

 範囲の修正

 範囲の修正

 範囲の修正

 (変更を必要とする文献名)

 平成9年3月『分布調査報告書(24)』

 平成9年3月『分布調査報告書(24)』

 昭和53年3月『山形県遺跡地図』

 平成17年3月『分布調査報告書(31)』

 平成12年3月『分布調査報告書(26)』

 平成17年3月『分布調査報告書(31)』

 平成17年3月『分布調査報告書(31)』
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